
Hyogo Prefecture

兵庫県における
ブルーカーボン生態系関連事業

令和６年度藻場・干潟保全・再生・創出推進事業
及びブルーカーボンクレジット化推進事業

令和６年度ひょうご豊かな海づくり県民会議事業

令和６年５月８日（水）
大阪湾ブルーカーボン生態系アライアンススタートアップミーティング
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Hyogo Prefecture

令和６年度藻場・干潟保全・再生・創出推進事業及びブルーカーボンクレジット化推進事業

（１）ブルーカーボン生態系の再生・創出支援事業

藻場・干潟の保全・再生・創出に必要な費用を支援し､ブルーカーボンの再生・創出を目指す。

【募集期間】

令和 6 年 ４ 月 15 日（月）～ 令和 6 年 ５ 月 15 日（水）

【 内 容 】

補助対象者 県内で活動を行うNPO、大学、民間企業等

補助対象事業 現地調査､勉強会､先進地視察等

補助金の額 上限50万円（定額）

助成団体数 ２団体程度

① 藻場等の再生活動スタートアップ
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② 藻場等の保全活動

補助対象者 県内で活動を行うNPO、大学、民間企業等

補助対象事業 藻場等の再生活動､モニタリング調査

補助金の額 上限50万（定額）

助成団体数 ３団体程度
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Hyogo Prefecture

令和６年度藻場・干潟保全・再生・創出推進事業及びブルーカーボンクレジット化推進事業

（２）ひょうごブルーカーボンシンポジウム

広く県民に周知し、ブルーカーボンに関する取組を紹介することで、県内での取組の活性化につなげる。

【 開 催 日 】令和 6 年 ６ 月 25 日（火）

【 場 所 】ひょうごはじまりの館（神戸市兵庫区中之島２丁目２−１）

【 対 象 者 】一般参加 会場140名、WEB配信予定

【 主 催 】兵庫県、神戸市、ひょうご豊かな海づくり県民会議

【プログラム】
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11:00
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14:05

14:35

15:15

15:45

16:05

16:30

開場

・開会挨拶

・国土交通省におけるブルーカーボンとブルーインフラの取り組み

・神戸市（空港島、兵庫運河、須磨海岸等）の取組み紹介

・周南市の取組み紹介

・鳥取県の取組み紹介

休憩（15:05～15:15）

・ブルーカーボンの将来展望（港湾空港技術研究所）

・大阪府の取組み紹介（MOBA・府内事例（阪南市等））

・兵庫県の取組み紹介（ノリプロジェクト、県内事例）

・閉会

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

の
取
組
に
つ
い
て

ポ
ス
タ
ー
展
示

×



Hyogo Prefecture

（３）藻場の再生・創出の促進

ブルーカーボンとして重要である藻場・干潟の保全・再生・創出の支援方策等を検討するため、令和５年度に

学識者、市民団体、事業者、行政等からなる連絡会議を設置。

団体間での情報交換、専門家からの助言、企業との連携を進めることにより、藻場の再生・創出を促進。

(４) ブルーカーボン生態系の再生・創出ガイドブックの作成

令和５年度の連絡会議での意見を踏まえ、藻場再生手法や法的手続き、護岸の状況、簡易な調査手法等をとり

まとめたガイドブックを作成しHP等へ公開し、企業や地域団体でのさらなる取組促進を図る。

内容については、令和6年度の連絡会議で検討。
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令和６年度藻場・干潟保全・再生・創出推進事業及びブルーカーボンクレジット化推進事業
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Hyogo Prefecture

令和６年度ひょうご豊かな海づくり県民会議事業

〇 豊かな海づくり活動支援事業

兵庫県内で豊かな海づくり活動に取り組む団体を支援し、県民総参加での豊かな海づくりを目指す。

【募集期間】

令和 6 年 ４ 月 19 日（金）～ 令和 6 年 ５ 月 24 日（金）

【 内 容 】

補助対象者
県民会議の会員もしくは

会員が含まれる団体

補助対象活動

清掃活動

イベント開催・出展

普及啓発・PR活動

ブルーカーボン・グリーンカーボンの保全

補助金の額 上限20万円（定額）

助成団体数 10団体程度
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Hyogo Prefecture

企業版ふるさと納税で兵庫県を応援してください！

〇 企業版ふるさと納税とは？
・企業が地方公共団体の地方創生の取組に寄附を行った場合に税額控除を行うものです。

・兵庫県への寄附を通じ、SDGsの推進や地域活性化等に貢献し、株主からの信頼度や企業イメージを向上で
きます。

※本制度を活用して兵庫県に寄附ができるのは

兵庫県外に本社がある企業です。

〇 税務上の高いメリット
・実質的な企業の負担が寄附額の約１割まで圧縮されます。

05

×

損金算入

約３割

税額控除

最大約６割

企業負担

約１割

通常の寄附

企業版ふるさと納税（本社：県外）

寄附額（１回あたり10万円以上）

最大

9割減

〇 「力を合わせ『豊かで美しい海』を未来
へ繋ぐプロジェクト」に寄付をお願いし
ます！

・環境保全団体が行うアマモ場の創出活動
などブルーカーボン生態系の創出に関す
る支援にも役立てられます。


